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令和元年９月定例会
■平成30年度決算を認定
■決算審査特別委員会では延べ２３人が質疑
■一般質問に１８人が登壇

　7月8日、9日、11日に田沼、葛生、佐野（開催
順）の３会場で第４回議会報告会を開催しました。
　市民の皆様から多くのご意見をいただき、活気
ある報告会にすることができました。今後の議員
活動に活かしてまいります。

佐野市議会のライブ中継と録画配信をしています。

第4回 議会報告会を開催しました

2019201911.1
令和元年



　９月定例会には、平成３０年度一般会計決算、各特別会計決算及び水道事業会計決算の認定に
ついての各議案が提出されました。
　議会では、議員全員で構成する決算審査特別委員会を設置し、９月２０日、２４日、２５日、
２６日の４日間にわたり審査を行いました。
　委員会では一般会計１６名、各特別会計及び水道事業会計７名の委員が質疑を行い、市に対する
決算審査要望書を取りまとめ、全１０件の決算議案を認定しました。（議決の結果は4ページの
とおり）

決算審査特別委員会  （パソコン・タブレット・スマートフォンでご覧になれます！）

副委員長
小倉　健一

委員長
高橋　功

平成30年度　決　算　の　概　要

（１万円未満四捨五入）

（注）各会計ごとに1万円未満を端数処理しているため、歳入歳出差引残額、小計及び合計欄については実際の数値と異なることがあります。

●一般会計及び特別会計

一般会計決算、各特別会計決算、
水道事業会計決算を認定
一般会計決算、各特別会計決算、
水道事業会計決算を認定
一般会計決算、各特別会計決算、
水道事業会計決算を認定

平成 
30年度

会　計　名 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残額

一　般　会　計 490億5,072万円 480億1,901万円 455億9,777万円 24億2,124万円

特
　
別
　
会
　
計

国民 健 康 保険 事 業（ 事 業 勘 定 ） 134億   534万円 131億4,218万円 128億8,172万円 2億6,046万円

国民健康保険事業（直営診療施設勘定） 2億8,790万円 2億6,090万円 2億5,990万円 100万円

公 共 下 水 道 事 業 38億4,044万円 37億7,191万円 35億9,953万円 1億7,238万円

農 業 集 落 排 水 事 業 1億7,927万円 1億6,548万円 1億5,711万円 837万円

自 家 用 有 償 バ ス 事 業 1億8,928万円 1億8,194万円 1億8,164万円 30万円

介護保険事業（保険事業勘定） 111億2,492万円 109億6,673万円 108億1,838万円 1億4,835万円

後 期 高 齢 者 医 療 13億5,615万円 13億4,306万円 13億4,182万円 124万円

西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業 1億2,640万円 1億2,515万円 1億2,515万円 0円

小 計 305億   970万円 299億5,735万円 293億6,525万円 5億9,210万円

合　　　　　計 795億6,042万円 779億7,636万円 749億6,302万円 30億1,334万円

佐野市議会　議会中継
（令和元年/平成31年）
　「令和元年第3回（9月）定例会・
常任委員会・決算審査特別委員
会」からご覧ください。

議会からこんにちは　2019.11.1 ②



●水道事業会計
（1万円未満四捨五入）

（防災・減災対策の推進）
　昨今、全国的にみると大型台風、集中豪雨、突風等による気象災害が頻発し、平地、山間
地を問わず甚大な被害が発生している。
　自分たちの地域は自分たちで守ることが防災の基本であることから、全町会での自主防災
組織の設置を目指すとともに、地域防災の担い手となる防災士の資格取得の促進に向けた取
組を強化されたい。また、自主防災組織と防災士が連携及び協働ができるように更なる支援
に努められたい。
　社会資本整備においては、防災及び減災の観点からも、道路、河川等のインフラ整備につ
いては優先順位を設けて促進し、治山事業については県に要望するなどし、市民の安全安心
に努められたい。

（保育・介護分野における人材確保の支援）
　本市では、子育てと仕事の両立支援のため民間の認定こども園や小規模保育事業所の整備
を支援し、また、豊かで健やかな長寿社会の実現を目指し、介護保険事業計画に基づき介護
施設の整備を支援してきたところである。しかし、保育・介護分野においては、責任の重さ
や仕事量の多さの割にそれに見合った報酬が得られない等の理由により、人材の確保に苦慮
しているところである。
　そこで、処遇の適正化に向けた支援に加え、保育士資格の取得支援や有資格者の活用支援、
離職した保育士の再就職のための研修、新人保育士の早期退職防止のための研修、介護職員
処遇改善加算の取得のための支援等を積極的に実施し、人材の確保につなげられたい。

（ＩＣＴ教育の推進）
　現在の子どもたちはデジタルネイティブ世代であり、現代社会においてはＩＣＴが必要不
可欠なものになっているため、ＩＣＴ教育を推進し、児童生徒の情報活用能力の育成を図る
とともに、ＩＣＴ環境の整備に努められたい。
　ＩＣＴ教育においては、ＩＣＴのメリットを最大限に活かすとともにデメリットの軽減を
図り、児童生徒に効率的で分かりやすく、学習意欲が向上するような授業を提供し、自ら考
えて問題を解決する能力を身につけさせ、教員の負担軽減が図られるよう、創意工夫をもっ
て有効にＩＣＴを活用し、児童生徒の学力向上に努められたい。

（市営住宅の適正な管理・運営及び入居率の向上）
　少子高齢化や人口減少の進行、空き家の増加等、住生活・住環境を取り巻く環境は大きく
変化しており、これらの住生活・住環境に関する課題への迅速な対応が求められている。
　このような状況下にあって市営住宅においては、建物や設備等の老朽化が進み、入居率も
低下している状況にある。そこで、指定管理者と連携し、早急に計画的修繕、入居率の向上
等に取り組み、適正な管理・運営に努められたい。更に、住宅確保要配慮者に対する入居条
件の緩和も検討されたい。

平成30年度決算審査要望書
1

2

3

4

予　算　額 決　算　額

収 益 的 収 入  23億9,831万円  23億8,812万円 

収 益 的 支 出  22億4,396万円  20億7,346万円 

資 本 的 収 入  5億2,483万円  5億2,421万円 

資 本 的 支 出  14億7,892万円  12億3,481万円 
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議案番号 件　　　　　　　　名 議決結果

議案第78号 平成30年度佐野市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 賛成多数
議案第79号 平成30年度佐野市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）歳入歳出決算の認定について 認定 賛成多数

議案第80号 平成30年度佐野市国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）歳入歳出決算の認定
について 認定 賛成全員

議案第81号 平成30年度佐野市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 賛成全員
議案第82号 平成30年度佐野市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 賛成全員
議案第83号 平成30年度佐野市自家用有償バス事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 賛成全員
議案第84号 平成30年度佐野市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算の認定について 認定 賛成多数
議案第85号 平成30年度佐野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 賛成多数

議案第86号 平成30年度佐野市西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認
定について 認定 賛成全員

議案第87号 平成30年度佐野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 原案可決 
及び認定 賛成全員

○一　般　会　計

発言順序 氏　　　名 発言順序 氏　　　名

1 早　川　貴　光 9 田　所　良　夫
2 岡　村　恵　子 10 若田部　治　彦
3 川　嶋　嘉　一 11 金　子　保　利
4 久　保　貴　洋 12 篠　原　一　世
5 菅　原　　　達 13 飯　田　昌　弘
6 鈴　木　靖　宏 14 慶　野　常　夫
7 横　井　帝　之 15 鶴　見　義　明
8 亀　山　春　夫 16 横　田　　　誠

○特別会計、水道事業会計
発言順序 氏　　　名 発言順序 氏　　　名

1 金　子　保　利 5 飯　田　昌　弘
2 若田部　治　彦 6 菅　原　　　達
3 鈴　木　靖　宏 7 鶴　見　義　明
4 岡　村　恵　子

○賛否が分かれた議案

決算審査特別委員会に付託された議案と結果

決算審査特別委員会質疑者一覧

※○＝賛成、×＝反対
※春山敏明議長は採決に加わりません。

議案番号 件　　名
賛
　
成

反
　
対

議員名　[議席番号順]
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
慶
野
常
夫

川
嶋
嘉
一

菅
原
　
達

木
村
久
雄

横
井
帝
之

早
川
貴
光

小
倉
健
一

金
子
保
利

亀
山
春
夫

小
暮
博
志

本
郷
淳
一

若
田
部
治
彦

横
田
　
誠

田
所
良
夫

久
保
貴
洋

鈴
木
靖
宏

岡
村
恵
子

鶴
見
義
明

井
川
克
彦

山
菅
直
己

篠
原
一
世

春
山
敏
明

飯
田
昌
弘

高
橋
　
功

議案第78号 平成30年度佐野市一般会計
歳入歳出決算の認定について 21 2 ○○○○○○○○○○○○○○○○××○○○議長○○

議案第79号
平成30年度佐野市国民健康
保険事業特別会計（事業勘定）
歳入歳出決算の認定について

21 2 ○○○○○○○○○○○○○○○○××○○○議長○○

議案第84号
平成30年度佐野市介護保険
事業特別会計（保険事業勘定）
歳入歳出決算の認定について

21 2 ○○○○○○○○○○○○○○○○××○○○議長○○

議案第85号
平成３０年度佐野市後期高齢
者医療特別会計歳入歳出決算
の認定について

21 2 ○○○○○○○○○○○○○○○○××○○○議長○○

議会からこんにちは　2019.11.1 ④



9月定例会一般質問

第
15
回
さ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
よ
り
新
コ
ー
ス
と

し
た
理
由
と
目
的
を
伺
い
た
い
。

市
長

さ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、参
加
す
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、応
援
す
る
方
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
大
会
を
支

え
る
方
な
ど
、様
々
な
繋
が
り
と
相
乗
効
果
に
よ
り
、

地
域
を
元
気
に
す
る
重
要
な
ス
ポ
ー
ツ
事
業
で
す
。

　

こ
の
度
、ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
市
役
所
新
庁

舎
が
完
成
し
た
こ
と
を
好
機
と
捉
え
、栃
木
陸
上

競
技
協
会
を
始
め
と
す
る
関
係
者
と
協
議
を
重
ね
、

抜
本
的
な
見
直
し
を
行
い
、大
会
の
公
認
化
と
コ
ー

ス
変
更
を
決
意
し
ま
し
た
。
新
庁
舎
を
ス
タ
ー
ト

し
て
、佐
野
、田
沼
、葛
生
地
区
の
市
全
体
を
走
り
、

陸
上
競
技
場
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
走
り
や
す
い
コ
ー
ス

で
す
。
参
加
す
る
ラ
ン
ナ
ー
は
も
と
よ
り
、多
く
の

市
民
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
大
会
と
な
る
よ
う
、現
在

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
参
加
者
、来
訪
者
の
増

加
に
よ
り
、地
域
の
活
力
を
生
み
出
し
、ま
ち
の一体

化
と
市
の
Ｐ
Ｒ
に
効
果
を
発
揮
で
き
る
、す
ば
ら
し

い
さ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

実
施
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
更
に
飛

躍
さ
せ
る
所
存
で
す
。

６
月
に
佐
野
市
国
際
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
で
開
催
さ

れ
た
19
歳
以
下
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
東
ア
ジ
ア
太

平
洋
予
選
に
お
い
て
、日
本
代
表
が
優
勝
し
、南
ア
フ

リ
カ
で
開
催
さ
れ
る
本
選
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
定

し
た
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
本
選
出
場
は
、本
市
の
ク

リ
ケ
ッ
ト
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
弾
み
に
な
る
と

考
え
る
が
、こ
の
好
機
を
捉
え
、ど
の
よ
う
に
盛
り
上

げ
て
い
く
考
え
か
。

観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長

ク
リ
ケ
ッ
ト
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
本
市
に

と
り
ま
し
て
大
き
な
励
み
で
あ
り
、喜
び
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、市
民
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
本
選

出
場
は
、ク
リ
ケ
ッ
ト
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上

で
絶
好
の
機
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
本
選
は
、来
年
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
ま
し
て
、南

ア
フ
リ
カ
共
和
国
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、こ
の
機

を
逃
さ
ず
、本
市
か
ら
出
場
す
る
選
手
の
活
躍
を
祈

念
し
て
、例
え
ば
、垂
れ
幕

を
作
成
す
る
な
ど
、広
く

市
民
に
周
知
す
る
方
策
を

検
討
し
、実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
が
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、子
供

を
囲
む
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
大
き
く
変

わ
っ
て
く
る
。
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
よ

り
、従
来
の
業
務
を
地
域
の
方
な
ど
に
お
願
い
、移

行
、調
整
す
る
部
分
に
お
い
て
は
、様
々
な
環
境
変

化
を
想
定
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、市
の
見
解
は
。 

教
育
長

地
域
に
よ
る
学
校
の
応
援
団
と
し
て
、地
域

学
校
協
働
本
部
を
立
ち
上
げ
て
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
な
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
設
の
あ
そ
野
学

園
義
務
教
育
学
校
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
控
室
も
準
備
し
て
い
ま
す
。
更
に
、そ
の
地
域

の
応
援
団
の
中
で
取
り
ま
と
め
を
し
て
い
た
だ
く
、

地
域
応
援
団
、学
校
応
援
団
の
柱
と
な
っ
て
い
た

だ
く
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
に
つ

い
て
も
、開
校
に
向
け
て
、今
人
選
を
進
め
て
お
り
、

近
々
、開
校
準
備
委
員
会
学
校
支
援
部
会
が
開
か

れ
る
予
定
で
す
。

久
保
　
貴
洋 

議
員（
蒼
生
会
）

本
郷
　
淳
一 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

小
倉
　
健
一 

議
員

さ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て

ク
リ
ケ
ッ
ト
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

佐
野
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
・

適
正
配
置
基
本
計
画
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

イ
ン
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト

を
核
と
し
た
物
流
拠

点
整
備
に
つ
い
て

☆�

あ
そ
野
学
園
開
校
に

向
け
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

中
高
年
の
ひ
き
こ
も

り
対
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

佐
野
市
の
災
害
対
策

に
つ
い
て

☆�

高
齢
運
転
者
の
安
全

装
置
搭
載
車
購
入
費

用
の
助
成
制
度
の
実

現
に
つ
い
て

▲    U19クリケットワールドカップ東アジア
太平洋予選で優勝した日本代表
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本
市
で
も
平
成
29
年
に
動
画
配
信
ペ
ー
ジ

の｢

さ
の
Ｄ
Ｏ
―
Ｇ
Ａ
」を
開
設
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
さ
の
ま
る
を
使
っ
た
選
挙
投
票
解
説

動
画
等
の
作
成
を
す
る
こ
と
で
、
若
者
の
投
票

率
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
を
伺
い
た
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
媒
体
に
よ

る
若
い
世
代
へ
の
投
票
行
動
に
及
ぼ
す
影
響
は

大
き
な
も
の
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
公

平
公
正
な
選
挙
の
執
行
に
当
た
り
ま
し
て
、
公

職
選
挙
法
を
始
め
と
す
る
い
ろ
い
ろ
な
関
係
法

令
等
と
の
か
か

わ
り
の
中
で
、

そ
う
い
っ
た
点

に
も
十
分
配
慮

し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
啓
発
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、

研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

車
道
上
に
お
け
る
自
転
車
専
用
通
行
帯
等

と
し
て
、
自
転
車
マ
ー
ク
や
矢
羽
根
型
を

し
た
通
行
方
向
の
矢
印
な
ど
の
路
面
標
示
を
積

極
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
実
際
に
自

転
車
専
用
通
行
帯
の
整
備
が
物
理
的
に
難
し
い

生
活
道
路
と
言
わ
れ
る
狭き

ょ
う
あ
い隘
な
道
路
で
あ
っ
て

も
、
車
道
が
混
在
を
し
て
、
通
行
す
る
際
に
通

行
空
間
を
認
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
視
認
性

の
高
い
生
活
道
路
の
路
面
標
示
を
積
極
的
に
設

置
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、市
の
考
え
は
。

都
市
建
設
部
長

自
転
車
専
用
通
行
帯
の
路
面
標
示
を
積
極

的
に
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
※

自
転
車

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
計
画
の
策
定

に
当
た
り
、
国
や
県
の
道

路
管
理
者
や
交
通
管
理
者

で
あ
る
警
察
等
の
意
見
を

取
り
入
れ
、
十
分
に
協
議

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
受
入
額
と
市
民
の
寄
附

に
伴
う
税
額
控
除
額
の
差
額
は
、平
成
28
年

度
が
２
，０
４
６
万
円
、29
年
度
が
３
，２
４
３
万
円
、

30
年
度
が
４
，５
１
４
万
円
の
赤
字
で
あ
る
。
税

額
控
除
額
に
よ
り
赤
字
で
も
、交
付
税
を
考
慮
す

る
と
黒
字
に
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
か
。

総
合
政
策
部
長

普
通
交
付
税
に
お
い
て
は
、市
内
の
納
税
者

が
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
場
合
、寄
附
に
か
か
わ

る
税
額
控
除
額
の
75
％
が
市
の
基
準
財
政
収
入

額
か
ら
控
除
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、普
通
交
付
税
を
考
慮
し
た
場
合
、市
の
実

質
の
負
担
額
は
寄
附
金
か
ら
経
費
を
除
い
た
額

と
寄
附
に
か
か
わ
る
税
額
控
除
額
の
25
％
の
差

と
な
り
ま
す
。

　

普
通
交
付
税
を
考
慮
し
た
場
合
、寄
附
金
額
か
ら

経
費
を
差
し
引
い
た
額
が
税
収
減
と
な
る
税
額
控

除
額
の
25
％
を
上
回
っ
て
い
れ
ば
黒
字
と
い
う
考

え
に
な
り
ま
す
。
平
成
30
年
度
を
例
と
し
て
、寄
附

金
額
か
ら
経
費
を
差
し
引
い
た
額
が
約
１
，９
１
９

万
円
、税
収
減
と
な
る
税
額
控
除
額
の
25
％
が
約

１
，７
２
９
万
円
で
す
の

で
、差
し
引
き
の
約
190
万

円
が
黒
字
と
い
う
考
え
と

な
り
ま
す
。

早
川
　
貴
光 

議
員

横
田
　
誠 

議
員（
新
風
）

金
子
　
保
利 

議
員

選
挙
の
投
票
率
向
上
へ
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

自
転
車
を
利
活
用
し
た

都
市
創
造
に
つ
い
て

佐
野
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
取
組
み
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

地
域
資
源
を
活
か
し

た
都
市
計
画
道
路
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

佐
野
市
の
社
会
資
本

の
整
備
と
維
持
管
理

に
つ
い
て

※自転車ネットワーク計画・・・
安全で快適な自転車通行空間を
効果的、効率的に整備すること
を目的に、自転車ネットワーク路
線を選定し、その路線の整備形
態等を示した計画のこと。
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教
員
等
の
負
担
軽
減
、徴
収
に
関
し
て
の
時

間
的
経
費
の
削
減
、事
務
の
効
率
化
の
観
点

か
ら
、給
食
費
徴
収
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

ま
た
、具
体
的
な
導
入
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

教
育
総
務
部
長

給
食
費
徴
収
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、給
食
費
の

徴
収
業
務
の
効
率
化
を
図
る
も
の
で
、本
市
に
お

い
て
も
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
す
と
と
も
に
、徴
収
業
務
の
一
層
の
効
率

化
が
図
れ
る
よ
う
、導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、文
部
科
学
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る

と
、教
員
の
業
務
負
担
の
軽
減
化
に
向
け
た
学
校

給
食
費
の
公
会
計
化
に
は
移
行
準
備
と
し
て
、標

準
期
間
を
お
お
む
ね
２
年
程
度
設
定
す
る
の
が

標
準
的
だ
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、具
体
的

に
期
日
を
申
し
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

唐
沢
山
城
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
設
置
の
進
行

状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、唐
沢
山
城
跡
で
は
、徒
歩
で
の
移
動
し
か

な
い
。
年
配
の
方
や
体
の
不
自
由
な
方
の
移
動
手

段
を
考
え
る
べ
き
と
思
う
が
、沖
縄
中
城
城
跡
の

カ
ー
ト
、松
山
城
跡
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
や
リ
フ
ト

等
を
参
考
に
、検
討
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
総
務
部
長

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、旧
田
沼

高
校
跡
地
利
用
基
本
方
針
に
基
づ
き
、関
係
部
署

と
協
議
を
行
い
、本
年
度
に
は
作
業
を
進
め
、ガ
イ

ダ
ン
ス
施
設
整
備
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お

示
し
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、唐
沢
山
城
跡
の
年
配
の
方
等
の
移
動
手

段
に
つ
い
て
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
ま
す

の
で
、今
後
史
跡
内
で
の
現
状
を
変
更
す
る
こ
と

の
な
い
範
囲
内
で
有
効
な
史

跡
整
備
を
図
れ
る
よ
う
調
査

研
究
し
、諸
課
題
等
を
含
め

安
全
対
策
に
留
意
し
つ
つ
、

慎
重
に
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鈴
木
　
靖
宏 

議
員（
蒼
生
会
）

飯
田
　
昌
弘 

議
員（
蒼
生
会
）

田
所
　
良
夫 

議
員（
新
風
）

学
校
給
食
費
徴
収
・

管
理
業
務
に
つ
い
て

新
た
な
流
れ
の
創
造
に
よ
る

賑
わ
う
ま
ち
づ
く
り

（
唐
沢
山
城
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
）に
つ
い
て

佐
野
市
総
合
計
画
に
お
け
る

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

公
有
財
産（
市
有
施
設

及
び
市
有
地
）の
管

理
・
運
営
に
つ
い
て

☆�

農
福
連
携
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

児
童
生
徒
の
安
全
安

心
の
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し
た
唐
沢
山
城
内
戦
国

マ
ッ
プ
で
誘
客
を
図
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
通
じ
て
戦
国
時
代
に
思
い
を

は
せ
る
た
め
に
も
戦
国
唐
沢
山
城
時
代
の
史
実
、

歴
史
上
の
人
物
を
明
確
化
し
な
が
ら
戦
国
唐
沢
山

城
の
原
作
を
つ
く
る
べ
き
と
考
え
る
が
、当
局
の

見
解
を
伺
い
た
い
。

観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長

国
指
定
史
跡
唐
沢
山
城
跡
を
Ｐ
Ｒ
す
る
過
程

に
お
い
て
、古
来
よ
り
地
域
を
治
め
て
き
た
佐
野

氏
や
、そ
の
祖
先
で
あ
る
藤
原
秀
郷
公
な
ど
は
、本

市
に
と
っ
て
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
歴
史
上

の
人
物
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
原
作
の
作
成

は
唐
沢
山
城
跡
へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
手
法

の
一
つ
と
考
え
ま

す
。
今
後
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
お
い

て
は
、城
跡
の
み

な
ら
ず
唐
沢
山
城

に
か
か
わ
っ
た
人

物
像
に
も
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
た
Ｐ
Ｒ

方
法
を
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

▲ 唐沢山城内　戦国マップ
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公
共
交
通
空
白
地
域
の
南
部
地
区
、
そ
し

て
全
地
域
に
お
い
て
も
均
等
な
交
通
移
動

サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。
公
共
交
通
空
白
地
域
で
あ
る
船
津
川
地

区
、
界
地
区
の
※

デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
に
つ

い
て
、
現
時
点
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
伺

い
た
い
。

市
民
生
活
部
長

植
野
地
区
の
南
部
、
界
地
区
の
南
部
に
つ

い
て
は
、
本
市
と
し
て
も
公
共
交
通
空
白
地
域

と
し
て
認
識
し
て
お
り
、
昨
年
度
策
定
し
た

「
佐
野
市
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
」に

お
い
て
も
、
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

る
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
移
動
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
移

動
需
要
調
査
等
を
行
い
、
生
活
交
通
導
入
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

市
道
犬
伏
244
号
線
の
拡
幅
工
事
が
完
成
し

た
場
合
、
黒
袴
町
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

効
果
、
活
性
化
が
期
待
で
き
る
か
、
伺
い
た
い
。

都
市
建
設
部
長

市
道
犬
伏
244
号
を
拡
幅
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
生
活
道
路
と
し
て
車
両
や
歩
行
者
の
安

全
が
確
保
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
黒
袴
町
の
周
辺
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

に
み
か
も
山
公
園
、
西
浦
・
黒
袴
土
地
区
画
整

理
事
業
や
先
日
開
通
し
た
県
道
佐
野
環
状
線
黒

袴
工
区
な
ど
の
整
備
が
行
わ
れ
、
ま
た
現
在
公

共
下
水
道
事
業
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後

も
こ
れ
ら
の
施
設
の
活
用
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
黒
袴
町
に
と
っ
て
も
安

全
で
安
心
な
住
み
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
す
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

安
全
な
林
道
と
し
て
の
長
期
的
整
備
に
つ

い
て
は
課
題
が
あ
る
と
思
う
。
佐
野
市
単

独
で
は
13.8
キ
ロ
の
林
道
の
管
理
は
な
か
な
か
難

し
い
が
、
県
や
国
と
の
話
し
合
い
は
で
き
て
い

る
の
か
。

産
業
文
化
部
長

林
道
作
原
沢
入
線
は
、
旧
田
沼
町
、
旧
東
村
、

合
併
後
は
佐
野
市
、
み
ど
り
市
の
行
政
を
始
め
、

議
員
、
地
元
地
権
者
等
、
関
係
者
に
よ
り
広
域

基
幹
林
道
作
原
沢
入
線
開
設
促
進
期
成
同
盟
会

を
組
織
し
て
林
道
の
開
設
を
推
進
し
、
佐
野
市

側
の
開
設
に
つ
い
て
は
市
が
管
理
す
る
基
幹
的

な
林
道
と
し
て
代
行
事
業
に
よ
り
県
が
整
備
し

た
経
過
が
あ
り
ま
す
。
現
状
は
、
佐
野
市
で
対

応
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
県
と
話
し
合
い
を

進
め
て
対
応
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な

お
、
本
年
度
は
山
腹
か
ら
の
土
砂
流
出
に
よ
っ

て
林
道
に
土
砂
が
堆
積
す
る
事
態
が
同
一
箇
所

で
複
数
回
発
生
し
て
お
り
、
佐
野
市
に
よ
る
林

道
の
維
持
管
理
と
し
て
の
対
応
で
は
限
界
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
根
本
的
な
対
策
と
し
て
県
に
治

山
事
業
等
に
よ
る
対
応
が
で
き
な
い
か
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

慶
野
　
常
夫 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

川
嶋
　
嘉
一 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

亀
山
　
春
夫 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

佐
野
市
地
域
公
共
交
通

再
編
実
施
に
つ
い
て

三み
か
も毳

山
連
携
構
想
に
つ
い
て

作
原
沢
入
線
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

各
種
タ
ク
シ
ー
券
に

つ
い
て

☆�

国
道
50
号
沿
線
開
発

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆��

成
年
年
齢
引
き
下
げ

後
の
成
人
式
に
つ
い

て
☆��

小
学
校
教
員
海
外
派

遣
研
修
事
業
に
つ
い

て

そ
の
他
の
質
問

☆�

ご
み
屋
敷
条
例
制
定

に
つ
い
て

▲ みかも山公園西口にいる「さのまる」

※デマンド交通・・・
電話予約など利用者の
ニーズに応じて柔軟な
運行を行う公共交通の
一形態のこと。
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9月定例会一般質問

小
中
一
貫
校
は
学
力
向
上
と
い
う
観
点
で

は
な
く
、
財
務
省
の
誘
導
だ
と
の
指
摘
も

あ
る
。
本
市
が
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
を
進

め
る
意
図
は
何
か
。

教
育
総
務
部
長

本
市
教
育
行
政
の
抱
え
る
諸
課
題
に
対
応

す
る
に
は
、
義
務
教
育
学
校
化
を
進
め
る
こ
と

が
よ
り
よ
い
方
策
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
本
市
は
平
成
21
年
度
か
ら
小
中
一
貫
教

育
を
推
進
し
、
研
究
と
実
践
を
積
み
重
ね
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
小
中
一
貫
教
育
で
最
も

効
果
的
で
あ
る
施
設
一
体
型
の
あ
そ
野
学
園
義

務
教
育
学
校
と
葛
生
義
務
教
育
学
校
の
設
置
を

予
定
し
、
今
後
よ
り
一
層
、
全
市
的
に
小
中
一

貫
教
育
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
義
務
教
育
学
校
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
で
、

現
在
の
小
中
学
校
と
の
間
に
、
小
学
校
高
学
年

の
一
部
教
科
担
任
制
や
小
中
の
一
部
相
互
乗
り

入
れ
指
導
、
小
中
一
貫
教
科
の
実
施
等
の
差
が

出
て
き
ま
す
。
公
教
育
の
平
等
性
の
確
保
の
観

点
か
ら
、
そ
う
し
た
差
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
全
市
的
に
義
務
教
育
学
校
の

設
置
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
複
雑
な
悩
み
を

抱
え
た
市
民
の
相
談
の
中
に
は
、
担
当
課

の
対
応
だ
け
で
は
解
決
が
難
し
か
っ
た
り
、
福

祉
や
介
護
、
子
育
て
と
い
っ
た
行
政
の
縦
割
り

が
解
決
を
お
く
ら
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く

な
い
。
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
総
合

的
な
相
談
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
窓
口

設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

行
政
経
営
部
長

総
合
的
な
相
談
支
援
窓
口
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
特
に
複
数
の
分
野
に
複
雑
に
ま
た
が
る

問
題
な
ど
を
抱
え
て
い
る
方
に
と
っ
て
大
変
有

意
義
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
配
置
す
る

部
署
や
人
材
、
連
携
体
制
等
、
解
決
す
べ
き
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ
り
ま
す
。
今
回
議
員
に
ご

提
案
い
た
だ
い
た
内
容
も
踏
ま
え
、
関
係
部
署

と
の
調
整
を
行
い
、

窓
口
の
設
置
に
向
け

て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
を
理
解
す
る
こ
と
で
、予

防
効
果
が
見
込
ま
れ
る
と
考
え
る
。
市
内
小

中
学
校
、保
育
園
等
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布
し
、

保
護
者
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
予
防
対
策
に

効
果
的
で
あ
り
、市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
掲
載
し
、意
識
啓
発
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
と

考
え
る
が
、市
の
今
後
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

健
康
医
療
部
長

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
は
、乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
幅
広
い
世
代
に
起
こ
り
得
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、そ
の
症
状
や
予
防
法
な
ど
を
市
民
に
周
知

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
具
体
的
に
は
、頭

を
打
っ
た
際
や
そ
の
後
の
頭
痛
、目
ま
い
、倦
怠
感

な
ど
の
自
覚
症
状
が
生
じ
た
場
合
の
医
療
機
関
へ

の
受
診
勧
奨
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

周
知
方
法
と
し
て
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記

載
す
る
と
と
も
に
、発
症
の
原
因
や
自
覚
症
状
、予

防
法
等
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
等
を
作
成
し
、乳
幼
児
健
康
診
査
や
各
種
健
康
教

室
の
ほ
か
、保
育
園
や
小

中
学
校
等
で
配
布
す
る
等
、

広
く
活
用
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
村
　
恵
子 

議
員（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

菅
原
　
達 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

木
村
　
久
雄 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

「
小
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正

配
置
基
本
計
画（
後
期
計
画
）」

に
つ
い
て

包
括
的
支
援
に
お
け
る

総
合
的
な
相
談
支
援
体
制

の
構
築
に
つ
い
て

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

災
害
時
の
支
援
策
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

公
務
部
門
に
お
け
る

障
が
い
者
雇
用
の
推

進
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ

い
て

☆�

食
料
自
給
率
に
つ
い

て
☆�

ほ
め
る
人
材
育
成
に

つ
い
て
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9月定例会一般質問

無
償
化
と
な
る
子
供
た
ち
に
つ
い
て
、
今

回
無
償
化
の
対
象
と
な
る
子
供
た
ち
は
ど

の
よ
う
な
子
供
た
ち
か
。
ま
た
、
今
回
の
無
償

化
に
関
し
て
は
、
佐
野
市
が
国
か
ら
の
交
付
金

の
窓
口
に
な
る
が
、
無
償
化
に
な
る
対
象
の
子

供
た
ち
は
何
人
ぐ
ら
い
に
な
る
の
か
。

こ
ど
も
福
祉
部
長

３
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
全
て
の

子
供
と
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
ゼ
ロ
歳

か
ら
２
歳
の
保
育
の
必
要
性
が
あ
る
子
供
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
幼
稚
園
籍
の
子
供

に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
法
の
規
定
等
に
鑑
み
、

満
３
歳
か
ら
の
無
償
化
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
無
償
化
の
対
象
の
子
供
は
約
２
，７
０
０
人

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

活
躍
す
る
女
性
が
多
い
地
域
は
元
気
で
あ
る
、地

域
を
盛
り
上
げ
る
に
は
女
性
の
パ
ワ
ー
が
必
要
で

あ
る
と
の
考
え
か
ら
、佐
野
市
の
高
校
に
通
う
、も
し
く

は
佐
野
市
在
住
の
女
子
高
生
を
対
象
に
さ
の
ス
ポ
ー
ツ

キ
ャ
ピ
タ
ル
の
社
長
を
公
募
し
た
。
今
年
２
月
に
は
事

業
構
想
の
プ
レ
ゼ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、優
勝
者

が
社
長
に
就
任
し
、選
ば
れ
た
女
子
高
生
社
長
は
、本
人

が
中
心
と
な
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
め
て
い
る
が
、

現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長

さ
の
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
女
子
高
生
社
長
と

し
て
、ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る
情
報
発
信
や
講
演
会
で
の

講
演
を
通
じ
て
自
身
の
活
動
や
さ
の
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ピ

タ
ル
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、女
子
高
生
社

長
自
身
が
提
案
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
か

け
合
わ
せ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
実
現
に
向
け
、

自
ら
ア
プ
リ
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
、プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
学
ぶ
た
め
の
講
習
会
に
参
加
す
る
な
ど
精
力

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

若
者
議
会
は
、
市
内
在
住
や
通
勤
通
学
す

る
若
者
を
対
象
に
候
補
者
を
募
集
し
て
、

面
接
な
ど
で
選
考
し
、
議
会
委
員
を
設
置
し
、

市
外
か
ら
参
加
す
る
委
員
や
運
営
サ
ポ
ー
タ
ー

を
加
え
、
任
期
１
年
で
情
報
交
換
を
行
い
、
ま

ち
づ
く
り
へ
向
け
た
政
策
を
練
り
上
げ
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
予

算
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
枠
内
で
新
し
い
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
若
者

議
会
の
導
入
に
対
す
る
市
の
見
解
は
。

総
合
政
策
部
長

愛
知
県
新
城
市
の
若
者
議
会
は
、若
者
が
活

躍
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、条
例
に
基
づ
き
、

市
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
、年
間
１
，０
０
０
万
円

の
予
算
の
使
途
を
議
論
し
、政
策
立
案
を
し
て
市

長
に
答
申
し
、事
業
化
を
図
る
点
で
、全
国
的
に

類
を
見
な
い
特
徴
的
な
取
り
組
み
で
す
。若
者
の

人
口
流
出
抑
制
を
図
る
狙
い
が
あ
る
と
承
知
し

て
い
ま
す
。

　

本
市
も
、
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
特
に
若

者
世
代
の
転
出
超
過
傾
向
が
強
く
、
こ
れ
ら
を

抑
制
す
る
た
め
に
若
者
世
代
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
施
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

鶴
見
　
義
明 

議
員（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

横
井
　
帝
之 

議
員（
新
風
）

若
田
部
治
彦 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

幼
児
教
育
無
償
化
に
つ
い
て

※

さ
の
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ピ
タ
ル

に
つ
い
て

若
者
議
会
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

成
年
後
見
人
に
つ
い

て

そ
の
他
の
質
問

☆�

佐
野
市
立
小
中
学
校

適
正
規
模
・
適
正
配
置

基
本
計
画（
後
期
計

画
）（
案
）の
懇
談
会
に

つ
い
て

☆��

佐
野
ク
リ
ケ
ッ
ト
チ

ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

学
校
プ
ー
ル
の
状
況

に
つ
い
て

※‌さのスポーツ
　キャピタル・・・
佐野市と地元企
業の共同出資で
設立した株式会
社。
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　9月定例会は、9月6日（金）から9月30日（月）までの25日間の日程で行われました。審議された議案等
とその結果は次のとおりです。平成30年度決算に係る議案は、4ページをご覧ください。

令和元年９月定例会　審議された議案等と結果

議案番号等 件　名　【内　容】 議決結果等

報告第１４号 公益財団法人佐野市民文化振興事業団の経営状況を説明する書類の提出に
ついて【令和元年度の事業計画及び予算並びに平成３０年度の決算】 報告 ―

報告第１５号 株式会社どまんなかたぬまの経営状況を説明する書類の提出について【令
和元年度の事業計画及び予算並びに平成３０年度の決算】 報告 ―

報告第１６号 平成３０年度佐野市水道事業会計継続費精算報告書の提出について【堀米
配水場配水池更新事業】 報告 ―

報告第１７号 平成３０年度健全化判断比率及び資金不足比率について【平成３０年度の
決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率の報告】 報告 ―

報告第１８号 市長の専決処分事項報告について【損害賠償の額の決定及び和解】 報告 ―

議案第６２号 人権擁護委員候補者の推薦について【尾花淳美氏の任期満了により後任者
に同氏を推薦】 推薦同意賛成全員（欠席1名）

議案第６３号 人権擁護委員候補者の推薦について【兵藤勇氏の任期満了により後任者に
同氏を推薦】 推薦同意賛成全員（欠席1名）

議案第６４号 人権擁護委員候補者の推薦について【大関輝雄氏の任期満了により後任者
に麻生芳子氏を推薦】 推薦同意賛成全員（欠席1名）

議案第６５号 佐野市印鑑条例の改正について【住民基本台帳法施行令及び印鑑登録事務
処理要領の一部改正により、所要の規定を整備するための改正】 原案可決賛成全員

議案第６６号
佐野市議会議員及び佐野市長の選挙における選挙運動の公費負担条例の改
正について【公職選挙法の改正に伴い、佐野市議会議員の選挙における選
挙運動に係る公費負担の対象を改めるための改正】

原案可決賛成全員

議案第６７号
佐野市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償等に関する条例の
改正について【非常勤の特別職となる鳥獣被害対策実施隊を設置するため
の改正】

原案可決賛成全員

議案第６８号 佐野市職員の給与に関する条例の改正について【地方公務員法の改正に伴
い所要の規定を整備するための改正】 原案可決賛成全員

議案第６９号 佐野市職員の特殊勤務手当に関する条例の改正について【職員の特殊勤務
手当の種類等を改めるための改正】 原案可決賛成全員

議案第７０号 佐野市手数料条例の改正について【建築基準法の改正に伴い、建築関係手
数料を改め、及び所要の規定を整備するための改正】 原案可決賛成全員
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議案番号等 件　名　【内　容】 議決結果等

議案第７１号
佐野市森林環境譲与税活用基金条例の制定について【森林の整備及びその
促進を図ることを目的として譲与される譲与税を適正に管理運営するため
の条例の制定】

原案可決賛成全員

議案第７２号 佐野市学校整備基金条例の制定について【学校の整備に必要な経費の財源
を確保するための条例の制定】 原案可決賛成全員

議案第７３号 佐野市奨学金貸与条例の制定について【奨学金の貸与資格、金額等を改め
るための改正】 原案可決賛成全員

議案第７４号
佐野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する
条例の改正について【特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準の一部を改正する内閣府令が改正されることに伴い、所要の
規定を整備するための改正】

原案可決賛成多数

議案第７５号
佐野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育料等に関する条
例の改正について【子ども・子育て支援法の改正に伴い、所要の規定を整
備し、及び保育料を改めるための改正】

原案可決賛成多数

議案第７６号 佐野市水道事業給水条例の改正について【水道法施行令の改正に伴い、所
要の規定を整備するための改正】 原案可決賛成全員

議案第７７号 佐野市消防団条例の改正について【消防団員の欠格事項を改めるための改正】 原案可決賛成全員

議案第８８号 令和元年度佐野市一般会計補正予算（第５号）【歳入歳出予算の総額にそれ
ぞれ1,855,611千円を追加、債務負担行為の補正、地方債の補正】 原案可決賛成多数

議案第８９号 令和元年度佐野市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）
【歳入歳出予算の総額にそれぞれ180,451千円を追加、債務負担行為の補正】原案可決賛成全員

議案第９０号 令和元年度佐野市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）【歳入歳出予
算の総額にそれぞれ21,957千円を追加】 原案可決賛成全員

議案第９１号 令和元年度佐野市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）【歳入歳出
予算の総額にそれぞれ2,357千円を追加】 原案可決賛成全員

議案第９２号 令和元年度佐野市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号）
【歳入歳出予算の総額にそれぞれ157,566千円を追加】 原案可決賛成全員

議案第９３号 令和元年度佐野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）【歳入歳出予
算の総額にそれぞれ1,246千円を追加】 原案可決賛成全員

陳情第  ２  号 市立学校に勤務する臨時職員の待遇改善に関する陳情（13ページに記載） 不採択 賛成少数
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賛否が分かれた議案等

議案番号等 件　名
賛
　
　
成

反
　
　
対

議員名　[議席番号順]

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
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功

議案第62号 人権擁護委員候補者の
推薦について 22 0 ○○○欠席○○○○○○○○○○○○○○○○○

議
長○○

議案第63号 人権擁護委員候補者の
推薦について 22 0 ○○○欠席○○○○○○○○○○○○○○○○○

議
長○○

議案第64号 人権擁護委員候補者の
推薦について 22 0 ○○○欠席○○○○○○○○○○○○○○○○○

議
長○○

議案第74号
佐野市特定教育・保育施
設及び特定地域型保育
事業の運営の基準に関す
る条例の改正について

21 2 ○○○○○○○○○○○○○○○○××○○○議長○○

議案第75号
佐野市特定教育・保育施
設及び特定地域型保育
事業の保育料等に関する
条例の改正について

21 2 ○○○○○○○○○○○○○○○○××○○○議長○○

議案第88号 令和元年度佐野市一般
会計補正予算（第５号） 21 2 ○○○○○○○○○○○○○○○○××○○○議長○○

陳情第 2 号
市立学校に勤務する臨時
職員の待遇改善に関する
陳情

2 21××××××××××××××××○○×××議長××

※○＝賛成または採択、×＝反対または不採択
※春山敏明議長は採決に加わりません。

市立学校に勤務する臨時職員の待遇改善に関する陳情

陳情の審査結果

  陳情第２号

▼陳情人
　全栃木教職員組合　執行委員長　粂　川　祥　一
▼陳情の要旨
　（１)��　最低賃金（時給８２６円）で働く佐野市立小中学校事務員（臨時職員）の賃金を大幅に引き上げて

ください。
　（２）　無給となっている臨時職員の傷病休暇、生理休暇、忌引休暇等は有給としてください。
▼審査結果
　��　本陳情は、９月定例会において経済文教常任委員会に付託され、審査の結果、賛成少数で不採択
となりました。同定例会本会議においても、賛成少数で不採択となりました。
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★アンケート結果★アンケート結果

議会報告会を開催しました。
　佐野市議会で４回目となる議会報告会を開催しました。佐野、田沼、葛生の３会場とも
多くの方にご参加いただき、貴重なご意見を伺うことができました。誠にありがとうござ
いました。
　皆様からのアンケート結果とご意見の一部をご紹介させていただきます。

佐野市議会第4回

〇議会報告会の開催は、どのように
　お知りになりましたか。

〇議員による議会報告の内容について

〇意見交換の内容について 〇意見交換の時間について
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〇議会報告のテーマ
・移住・定住の促進について
・田沼地区の公共交通について
・田沼地区の農林業・観光資源の
　活用について

〇意見交換
（議会報告の内容とフリートーク）

午後6時30分
田沼中央公民館
（視聴覚室）
参加人数：31名

７月８日（月） 田沼会場

田沼地区の公共交通について
●‌ ‌行政が社会福祉協議会などとタイアッ
プして総合的な交通手段を考えるべき
ではないか。
●‌ ‌送迎ボランティアについての考えは。
●‌ ‌基幹線と飛駒線との接続が良くないの
で見直しをしてほしい。
●‌ ‌デマンド交通の詳細について伺いたい。
●‌ ‌地域特性を捉えて運行する場所や車両
のサイズも検討し、地元住民の協力を得
ながら進めてほしい。
●‌ ‌飛駒でも試験的に運行をしてほしい。
●‌ ‌路線バスが乗車ゼロで走行しているの
で、一定期間年齢制限を設け無料で運行
してみてはどうか。
●‌ ‌職員のプロジェクトチームを作り、栃木
市の「蔵タク」を研究してデマンド運行
に活かしてほしい。

田沼地区の農林業・観光資源の活用について
●‌ ‌林業振興について、制度上の課題を議会
でもっと認識して、補助金の見直しや独
自の支援制度を創設してほしい。
●‌ ‌伐木後の植林や苗木・下草の処理の経費
が非常にかかるので、国からの補助金等
をつけてほしい。

空き家について
●‌ ‌空き家周囲の樹木繁茂による農地への
悪影響も含めて空き家対策を講じてい
くべき。
●‌ ‌空き家について問題があるケースをリ
ストアップし、定住促進と絡めた住宅政
策を進めてはどうか。

移住・定住について
●‌ ‌佐野市若者移住奨励金の対象期間と年
代を限定せずに枠を広げてはどうか。
●‌ ‌道路網も整備され地域的条件は良好だ
が、若い人の働く場が少ないことから移
住は難しいのでは。
●‌ ‌年間の転入と転出の差、その事情につい
て把握しているのか。
●‌‌‌農業振興地域内の農用地を外せる良い
方策はないのか。外せる独自の仕組みを
作ってはどうか。
●‌ ‌少ない面積でも、農地の所有なり貸借が
できて、耕作ができるように規制を緩和
してほしい。
●‌ ‌若年層の流出を抑制するため、工業団地
の企業の雇用情報等をもっと積極的に
公開できるシステムをつくるべき。
●‌ ‌工業団地に市外から働きに来ている人
を市内に住まわせる対策はどうしてい
るか。
●‌ ‌市街化調整区域の規制を緩和して、若者
が住宅を建て定住者が増えるような策
を講じてほしい。

その他
●‌ ‌佐野市の宝は水です。その水源である山
を整備しないと、きれいな水が維持でき
ない。そこで長期的かつ具体的な計画を
立てて、森林環境贈与税等を有効に使っ
てほしい。
●‌ ‌野生鳥獣による農作物被害がひどい、何
か良い方策を教えてほしい。
●‌ ‌定期的な買い物支援を実施してほしい。
●‌ ‌都市計画マスタープランにおいて中山
間地域についてどのような対策をとっ
ていくのか。
●‌ ‌移動販売に使用される軽トラ等の改造
にかかる費用の補助をしてはどうか。
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〇議会報告のテーマ
・移住・定住の促進について
・葛生地区の公共交通について
・葛生地区におけるコンパクトシティ
　構想について

〇意見交換
（議会報告の内容とフリートーク）

午後6時30分
葛生あくとプラザ
（小ホール）
参加人数：16名

７月9日（火） 葛生会場

移住・定住について
●‌ ‌働く場所、医療、保育など葛生地区の現
状をみると、若い人達が地元に戻りづら
く、子育てが難しい現状がある。
●‌ ‌人口減少対策、少子化対策、定住策など
佐野市独自の斬新なアイデアを検討し
て進めてほしい。
●‌ ‌佐野市だけで人口対策、少子化対策、高
齢化対策を行ったところで限界がある
と思うので、国の政策や制度も含めて推
進してもらいたい。

葛生地区の公共交通について
●‌ ‌中山間地域には通院や買い物に困って
いる高齢者がたくさんいるので、交通政
策の担当者により細かいデマンド交通
について説明をしてほしい。
●‌ ‌運転免許を返納したくても、日々の生活
の不便さを考えると返納できない。
●‌ ‌仙波会沢線は完全にデマンド、野上・秋
山線は定刻で午後はデマンドとなって
いるが、空いてる時間の人件費は広報に
使うとか、委託業者側で工夫できないのか。
●‌ ‌毎年1億円の赤字にどこまで耐えられる
のか。

葛生地区におけるコンパクトシティ構想について
●‌ ‌小さな拠点づくりに必要な要素を揃え
るには民間の力が必要だが、現在の地域
の衰退状況を背景に資金不足や人不足
で地域は尻込みしてしまうと思うので、
行政と市民の間に議員が入ってうまく
コーディネートしてほしい。
●‌ ‌構想で空校舎の利活用とあるが、閉校後
の活用で、企業誘致は可能なのか。払い
下げの条件等の対処に興味がある。

その他
●‌ ‌小学校が閉校になる予定だが、閉校後の
再利用について市から示されてこない。
●‌ ‌葛生地区と田沼地区にそれぞれ副市長
をおくべき。
●‌ ‌山間地域と市街地では課題が違うので、
行政と議会から市民は何をすべきなの
か、何ができるのかを提案していただ
き、一緒により良い佐野市を創っていき
たい。
●‌ ‌佐野市民病院は小児科がありません。こ
のような状況では益々中山間地域に住
む人が減少するので、医師の招へいにつ
いて市も動いてください。
●‌ ‌葛生地区は環境的に綺麗とは言えない
ので、花などを植えて綺麗にし、環境美
化に努めてほしい。
●‌ ‌東武佐野線の乗車人数が上り下りで大
分違うが、将来的な運行回数を減らすな
どの話はあるのか。
●‌ ‌高齢者の事故が多くなっているが、免許
の返納率よりも、運転者年齢が今後上が
る中での対応は。
●‌ ‌葛生駅から片山公園までトロッコ列車
を走らせるなど、日頃市民が思うアイデ
アを交換し合う場があると良い。
●‌ ‌年々世帯数が減り、空き家が増えている
が、当該空き家の草刈り等の管理に対し
て市の補助金等はあるか。
●‌ ‌佐野高校SGHで閉校後の利活用に関し
て子どもたちも考えている。若い人の意
見も聴く機会が欲しい。
●‌ ‌高速交通網やインランドポートの収支
も改善していることから、葛生地区への
波及効果を期待したい。
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〇議会報告のテーマ
・移住・定住の促進について
・佐野地区の公共交通について
・佐野地区の空き家対策について

〇意見交換
（議会報告の内容とフリートーク）

午後6時30分
佐野市役所
（委員会室）
参加人数：53名

７月11日（木） 佐野会場

移住・定住について
●‌ ‌豊かさ、独自の文化があって、素晴らし
い所だと示さないと人は住みつかない
と思う。
●‌ ‌若者の移住定住が促進されるように、障
がいや病気をお持ちの方が、一般就労を
目指す運営をしている事業所が多いこ
とをもっとアピールすべきではないか。
●‌ ‌空き家や市営住宅をリノベーションし、
子育て世代に入居していただけるよう
に資源の有効活用を図るべきでは。
●‌ ‌他市との違いを出し、目立ったことで人
を引きつけるには、議会みんなでアイデ
アを出して、議会がリーダーシップをと
ってやっていくことが一番の人口減少
対策になると思う。
●‌ ‌若者が出でいってしまう一番の原因は
大学進学。また戻ってきてもらえるよう
市街化調整区域など規制緩和に努める
べき。
●‌ ‌人口増につながるきっかけづくりなど、
新たな発想に取り組み、市と住民が一体
となって情報を共有することを期待す
る。

佐野地区の公共交通について
●‌ ‌毎年1億円近い赤字を出している現実を
把握して、本当に使えるように、税金の
無駄をこんなに出さなくて済む方法を
議員さんたちに考えていただきたい。
●‌ ‌空でバスを走らせるなら、荷物を運ぶこ
とは可能なのか。路線内での荷物の送料
を得ることができるのでは。
●‌ ‌奈良渕地区はコンビニが一軒しかない。
スーパーも近くになく、バス利用も停留
所が遠いので路線の検討を希望したい。

その他
●‌ ‌栃木市と小山市のバスは相互に乗り入れ
ている。佐野市は栃木市（岩舟）との接点
はあるが、足利市ともするべきだと思う。
●‌ ‌名水赤見線から新都市バスターミナル
やイオンへの路線との乗り継ぎが悪い
便がある。一日何便かでも直接新都市バ
スターミナルやイオンに行ける便を設
ければ、利用者が増えるのではないか。
●‌ ‌障がいをもった人たちが車の免許返納
などを心配しなですむような交通政策
をお願いしたい。
●‌ ‌バスの騒音について対策を講じてほし
い。
●‌ ‌採算を取るか、採算は度外視して福祉的
意義を重視するか、優先度を示すことが
重要だ。
●‌ ‌新規に始まる吾妻線などについては、過
去の失敗事例を活かして、利用者がなく
廃止や路線の変更がないようにしてほ
しい。
●‌ ‌赤見名水線はかなりの利用者がいるの
で、赤字路線もあり問題ではあるが、大
いに利用してもらえるような方法を考
えてほしい。
●‌ ‌公共交通の無料化を検討してはどうか。
●‌ ‌小山市と栃木市の様に市営バスの連携、
提携を結んで佐野市からも近隣市に乗
り換えなくても移動できるようにして
ほしい。
●‌ ‌街中の人はデマンド方式ができないの
で高齢者福祉タクシー券の利用を病院
だけでなく、買い物にも利用できるよう
な方法を取ってほしい。
●‌ ‌スマホのアプリなどITを活用した効率
的な運行をしてほしい。運営側は乗車人
数と場所が把握でき、乗車する人は待ち
時間や運行状況が分かるなど、デマンド
運行でもストレスなく乗車できるので
はないか。
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佐野会場

佐野地区の空き家について
●‌ ‌空き家に住まう猫について、苦情の受付
先や引き受け方法などがあれば、周知し
てほしい。
●‌ ‌空き家の樹木、空き地の雑草の繁茂など、
管理について空き家と共に検討してほし
い。
●‌ ‌老朽化している空き家の実態をつかむこ
とが必要。

●‌ ‌佐野市内で障がい者育成支援事業を通
して私自身が空き家を有効活用していき
たいと思い、議会報告会に参加した。

●‌ ‌空き家対策について、補助金等を活かし
て取り壊し等の交渉を持ち主としていた
だきたい。
●‌ ‌特定空き家や危険な物件の解体など、今
後の積極的な対策を期待したい。

●‌ ‌空き家や閉校となった学校を改修をして
低料金で貸し出すなど、積極的な活用を
期待したい。

その他
●‌‌新潟県では幼稚園から小学校・中学校・高
校までの学園化を推進しているので参考
にしてほしい。

●‌‌結婚相談支援の充実を希望する。
●‌‌移住・定住の促進、公共交通、空き家対策、
それぞれに原因の究明と対策ができてい
ない。また議員も空き家について具体的
な対策を立てていないので、議員の必要
性がない。
●‌‌移住・定住の促進、公共交通、空き家対策
について佐野市で行われた事が全然報告
にないので、行われた事の実体が聞きた
かった。
●‌‌議員の行政視察で、先進の自治体での成
功例などを見聞し、どれだけ活かしてい
るか疑問である。また、解消した事例など
を報告することも必要だと思う。
●‌‌人口減少を強調するばかりでなく、安心
安全なまちづくりが必要。
●‌‌企業の立地や働ける場所・子育て支援な
どのまちづくり政策が必要。

●‌‌佐野市内でもゴミが河川敷や道路に捨て
られているのを見る。月に一度くらい清掃
がされると良いと思う。

●‌‌国際交流、生涯学習、公民館活動の分野
で、まだまだ政策的に予算が少ないので
はないか。
●‌‌日常生活において一人暮らしの高齢者が
一番困っているテーマを議会で取り上げ
てもらいたい。
●‌‌高収入を得られるような企業をどれだけ
増やしていくかが課題。
●‌‌佐野市の魅力はラーメンだけではないの
で、その魅力を発掘すること、磨くこと、
PRすることに効果的かつ効率的に予算を
使ってほしい。

●‌‌樹木葬を佐野市でやってはどうか。
●‌‌市職員の対応一つで、佐野市の印象、窓口
の雰囲気が変わるので、サーバント意識
をもって働いてもらいたい。
●‌‌高齢者福祉タクシー券の目的が通院に限
られているので、買い物にも使えるように
利用範囲を拡大してほしい。
●‌‌未婚の人、子育てをしている世代が日々
の仕事に追われ、悩みを相談できないで
いるので、そうした若者世代が集える場
を作ってもらいたい。

●‌‌秋山川の海陸橋付近で、河川に雑木がた
くさんあるので、伐木してもらいたい。
●‌‌佐野市へいかに外国人を呼び込むのか、
永住についての審査の在り方も含め考え
てもらいたい。

●‌‌国土交通省から職員が来ているので、雨
水対策や渡良瀬川への排水等、河川行政
についてしっかり足跡を残していただき
たい。
●‌‌農家の環境を守る活動をしているが、農
地の保全、後継者問題など農家の維持に
ついて深刻な問題を抱えている。
●‌‌高萩町において、太陽光のフェンス等の工
作物とその管理について問題がある。
●‌‌イオン付近の交通渋滞の解消策について
積極的に取り組んでほしい。
●‌‌茨城県から引っ越してきたが、以前住ん
でいたまちよりも、佐野市は下水道料金
が高いので安くしてほしい。
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　所管事務調査とは、委員会が所管する事務の調査を
自主的に行うことです。
　会期中に委員会が所管する事項について、閉会中も
継続して審査することができる旨の議決を行うことで、
委員会は閉会中でも所管事項の調査を行うことができ
ます。
　本市では各委員会が閉会中に、所管する事務について
市から説明を受けたり、所管分野の現地視察や先進地へ
の行政視察を行ったりしています。
　下記の日程でそれぞれ委員会を開催し、各調査事項について市から報告を受けました。

常任委員会の所管事務調査
所管事務調査とは・・・

総務常任委員会 ８月２日開催

調査事項１　※違反対象物の公表制度
について

調査事項２　次期佐野市まち・ひと・
しごと創生総合戦略の
策定について

※消防機関が重大な消防法令違反を
確認した場合に違反内容等を
ホームページに公表する制度

厚生常任委員会 ８月２日開催

調査事項１　みかもクリーンセンター
のゴミ処理ついて

調査事項２　国民健康保険について
調査事項３　幼児教育・保育の無償化

に伴う保育料の改正等に
ついて

経済文教常任委員会 ８月５日開催

調査事項１　「クリケットタウン佐野」
創造プロジェクト等につ
いて

調査事項２　通学時の児童生徒の安全
対策について

調査事項３　多面的機能支払交付事業
について

建設常任委員会 ８月５日開催

調査事項１　佐野市橋梁長寿命化に
ついて

調査事項２　市営住宅について
調査事項３　社会資本整備の今後の

在り方について

平成31年4月から令和元年9月までの
佐野市議会で行った主な取り組み
・佐野クリケットチャレンジ事業説明会の開催（平成31年4月24日）
・遠藤食品株式会社　工場視察の実施（平成31年4月25日）
・佐野市あそ商工会との意見交換会の開催（令和元年5月14日）

・佐野市立あそ野学園義務教育学校工事現場見学会の実施
　（令和元年6月28日）
・佐野市民病院運営状況等の説明会の実施
　（令和元年6月28日）
・第4回佐野市議会　議会報告会の開催
　（令和元年7月8日、9日、11日）

あその学園工事現場視察の様子

佐野市民病院説明会の様子

※14ページから18ページ
　をご覧ください
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全国市議会議長会から表彰され、
表彰状及び感謝状の伝達式が行われました

全国市議会議長会から表彰され、
表彰状及び感謝状の伝達式が行われました

　全国市議会議長会から在職15年以上により篠原一世議員、
在職10年以上により小暮博志議員、鈴木靖宏議員が表彰され、
全国市議会議長会の理事を務められた井川克彦議員に感謝状
が贈られました。９月定例会の初日に表彰状及び感謝状の伝
達式を行いました。
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令和元年 12月定例会日程（案）令和元年 12月定例会日程（案）
11/25日（月） 26日（火） 27日（水） 28日（木） 29日（金） 30日（土） 12/1日（日）

請願及び陳情提出
期限（17:00)

13：30
議会運営委員会

2日（月） 3日（火） 4日（水） 5日（木） 6日（金） 7日（土） 8日（日）

10:00 本会議
（議案説明） 休会 休会

9日（月） 10日（火） 11日（水） 12日（木） 13日（金） 14日（土） 15日（日）

休会 10:00 本会議
（議案質疑）

10:00 本会議
（一般質問）

10:00 本会議
（一般質問）

10:00 本会議
（一般質問） 休会 休会

16日（月） 17日（火） 18日（水） 19日（木） 20日（金） 21日（土） 22日（日）

9:00又は10:00
建設常任委員会
13:30
厚生常任委員会

9:00又は10:00
経済文教常任委員会
13:30
総務常任委員会

休会 休会
10:00
本会議（委員長報告、
質疑、討論、表決）

※‌‌建設常任委員会及び経済文教常任委員会は、付託された議案、請願、陳情等の件数が６件以下の場合は午前10時に、
７件以上の場合は午前9時に開会となります。

　令和元年12月定例会の日程は、11月29日（金）の議会運営委員会で内定し、12月6日（金）の本会議
で決定します。※日程は変更になることがあります。

佐野市議会ホームページにおいて、議会の映像や会議録をご覧になれます。 佐野市議会

佐野市議会事務局  電話：0283-20-3036　　ファックス：0283-21-4411
〒327-8501 佐野市高砂町 1番地  電子メール：gikai@city.sano.lg.jp
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